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 秋山先生の講演はとても素晴らしい内容でした。 

私は今年、妻を亡くしました。常に寄り添ってくれたのは看護師の方です。 

  

医師は病気の説明はしてくれますが、患者の痒い場所までは知りません。い

つも寄り添ってくれる看護師の方には甘えから、痒い場所や愚痴をこぼすこと

ができるように思います。 

 医師の治療方針においても、どれで本当に良いのか？と看護師に相談するこ

とも多くあり、看護師から医師へ話をしてもらうことも度々ありました。 

 

 「看護とはなにか」という話の中で、看護は料理との話がありました。どん

な食材があっても料理次第で変化してしまうものです。 

本当に的を得た話だと拝聴しました。 

 

 昨今、看護師の離職の話が世間の話題になっていますが、やはり、看護師の

仕事は想像以上にハードであるのが理由に思います。今後、看護師の離職をい

かに少なくすることができるか？大きな課題ではないでしょうか！ 

 病気にみまわれた患者さんが身近な存在で、なんでも話せるのが看護師であ

れば、看護師も人ですから、看護師の悩みや苦悩を打ち明ける体制も大事であ

ると思います。 

 

 私は民生委員をしています。 

以前は市民からの相談で役所へ行った際は、行政側に座っていました。 

しかし、今は市民の隣に座っています。それは、我々はあなたの味方ですと

の意思表示だと思います。 

 

看護師が医師の隣に座るのではなく、患者の隣に座ってもらえることを期待

しています。 

 


